韓国・朝鮮の小説を読む会

安　正順　

２０１０．７．２５　

영근 이삭（豊かな実り）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　변창률
◆作家：변창률　１９５９年平安南道寧辺で生まれる。

高等農業専門学校卒業　短編小説<내가 첮은 자리>等がある。

◆概要：ある農場を背景に一農場員である主人公홍화숙が周りの嫉視や非難を浴びながらも

国の米どこを担っているという自覚を持ち実の入った穀物を収穫する為、原則的に

あらゆる努力も惜しまず熱心に働き周囲の人々の心を動かしていく。

　　　　◆主な登場人物　　

　　　　　　　　　

　　　　　　전석근―作業班長　　　　１年前に現在の農場作業班長として赴任。周囲からﾄﾗﾌﾞﾙﾒｰｶと別名

がある홍화숙に対して同じように不快感を抱くが彼女の言動や

行動で次第に共感し最後には分組長として任命する。

　　　　　　홍화숙―農場員　　　　　この小説の主人公。周りからは煙たがられるが自分達の実りある

豊かな農場を作り出す為、人一倍考え働き、頼もしい農場員となり周囲に認められる。

　　　　　　　　　

최정식―１分組長　　　　６０歳。この農場では経験と能力を持った老熟した아바이だ。

　　　　　　　　　홍화숙の行動には陰で一目置いている。

３分組長　　　　　　　　無理難題をいいつけ原則的に自分を責め立てまくる同じ分組の

　　　　　　　　　홍화숙を煙たく思い彼女を３分組から１分組に移す。

강영실―農場員　　　　　責任感があり働き者だが事を見極める力量がまだ足りない。

명국영―ﾄﾗｸﾀ―運転手　　腕が不自由だが田畑耕しはもちろん修理作業まで神業のように始末してしまう高級機能工。

女性管理工　　　　　　홍화숙に批判され指摘された事を根に持ち「鴨事件」の時嘘をつく。　
序文

　전석근がこの農場に赴任され1年たった冬、60歳になる１分組長최정식마바이と、아바이の後任問題で討論しようとしていたところに分組員である강영실があわてて、홍화숙が今日の個人世帯堆肥実査を問題化しているという報告をしに来た。そのまま아바이と강영실は部屋を出て行った。

　　　　一人残った전석근は、１分組長の後釜に홍화숙を考えていたのに又の騒ぎ（？）で홍화숙を果たして１分組長に任命していいのか苦心する。　

　　　回想

　　　１．1年前の冬　　「農場員会議」

　　　　전석근が作業班長として赴任され何日たった小寒、作業班宣伝室で農場員会議があった。

　　　　これからの作業事業で参考になる意見交換の為である。

　　　　ﾄﾗｸﾀ‐運転手は輪転機材の稼動率を高めるのに圃田道路整理を主張。

　　　　糧穀管理아바이は稲総合脱穀機の現代化を要求。

　　　　託児所責任者は薪がなくなり始めているので対策をねるように要求。　

　　　　３分組から１分組に移った홍화숙は農場員達の稼動労力稼を正確に評価し決算分配を公正にする

ことが先決だと意見を述べる。それは、去年３分組のある農場員が忙しい夏にあれやこれやと口実

をつけ1,2ヶ月位私事で仕事せず、年末になるとそれほど大事でない縄をなう仕事をしたと年間稼

動と労力を惜しまなかったと取り繕ったことに指摘し、穀物の周りに生える雑草を丁寧に取り、肥

料をあげて初めて実の入った穀物になるんであって稼動労力が多いからと農事が良くなることで

はないと主張した。　　　　　　

３分組長は作業班全体のまえでしかも管理委員長面前で批判を受け焦りだした。

もう一つ、홍화숙は託児所の薪問題は託児所の中で解決しなければいけない。

それは、석비레尾根にアカシア木を植える方法しかないと提案する。

　　　　託児所責任者は自分達が人を頼って楽をしていることを言いたいのかと憤慨する。　

　　　　　

	전석근は、見当がつかない気持ちで外に出るが、홍화숙の意見に管理委員長は高く評価したのは、홍화숙が提起したすべての問題は作業班長としての指導能力の不足からきているのだと思われていると思い、これからの作業事業において、홍화숙が障害になるのではと心の片隅で心配する。　


　　　　　

　
２．春の休日に起きた「鴨事件」

전석근が農業科学員である女性研究員が「ㅊ」品種のとうもろこし生育状態を見るため試験圃田を１分組の幻汝堂に決めと連絡を受け만평틀幻に行く途中３分組の苗床近くで騒がしい声を聞く。
３分組苗床で50匹あまりの鴨が女性管理工の振り回す木の枝に集まりあちこち追われていた。もう少し遅れていれば苗が少なからず損傷するところだった。その鴨は홍화숙の家の物だった。去年、冬に縄をなう事を稼動労力稼していると批判を受けた女性管理工は홍화숙の鴨に「自分の家の鴨は大切で農場苗は大切じゃないって！」とあてつけの様に悪口を言う。전석근も同感だ。大きく問題化しなければと思っていると苗床の真ん中で太い杭を打ち抜いたような所が所々広がっているのを発見する。牛が入ったようで植えたばかりの苗が食べられた後もあった。

次の日、10日総会で農業科学員女性研究者の研究事業に協力するよう強調し、昨日起きた事件で牛飼い主に対しては注意を促すだけで홍화숙には名指しで責めた。

홍화숙はそれに対して先ず、休日だとして苗床に遅く出た管理工に問題があり、唯一３分組だけが防風場が突かれている所をふさいでなかったために起こった事だと主張した。

홍화숙の主張に１分組長が呼応した。

周囲の人は３分組長と管理工を批判した。　

	전석근は최정식아바이を見てとうとう홍화숙におじけついたかと嘆き今回の件で自分も深く調査しないで即効的に自分の感情で問題を上程した事には反省するが、鴨の主人は홍화숙であってそれを認めない홍화숙に対する悪感情をぬぐい捨てられないでいる。　　　


　　　　　　

３．最初の田植えの日　　「苗束事件」

　　　　最初の田植え日전석근は、起動芸術宣伝隊がならす楽器の音で起きた。一番最初に田植えを始めた

5作業班１分組農場員たちを祝賀する為だ。外に出た전석근は홍화숙と１分組長が何か言い合って

いるのを見る。苗を洗って苗箱を機会に置くのも、ましてやばらばらの苗束を整理するのをどのよ

うにして一人で出来るのかと최정식아바이が止めている。しかし、홍화숙は最後まで強情を張り一

人で作業始めた。홍화숙は水路に入り田んぼのあぜに置いてある苗箱に苗束を投げたり苗根を洗っ

たりして余念がなかった。

　　　   水の中で沈んでいる泥だらけになった苗を見ては大きな声でこの為の浪費をはっきりと計算しなければならないと叫ぶ。そうしているうちに苗が流され大騒ぎになる。それを見た経営委員会委員長と課長がズボンをあげ水路に入り手伝いをする。

　　　　　　

　　　　その日の夕方、전석근は田植えの準備状況を調べるため１分組を訪ねた。

　　　　１分組長は홍화숙の労力稼についてみんなの意見を聞く。

　　　　홍화숙はいつもの労力量手帳を出し二人分の仕事をしたから二人分を頂きたいと提案する。　　

은애어머니も「一人で一日中仕事をしたのだからどれだけたいへんだったでしょう！」と言う。

　　　　강영실も「홍화숙アジュモニがいろいろ準備をしてくれたお陰で初日なのに田植え計画を超過達成

したんじゃあないですか！それでも足らないくらいだわ。」と은애어머니の意見に同意！

　　　　　　

　　　　홍화숙はみんなの同意に微笑む。続いて次のように又提案する。

　　　　「自分は一人分で結構です。残りの分は経営委員会委員長と課長の分です。苗束を水路に分けてお

けば流れる間に根がきれいになりそのまま救い出せると思ったけれど、、。二人が居なかったら

どうなったでしょう！私はただ私達の分組田植えを内容の濃いものに終えさせ株ごとに実の入った穂ができることを願うだけです。」

	전석근はいつだったか３分組長が홍화숙に対して自分しか知らなくて打算的だと指摘した言葉を思い出した。確かに打算的なところもある。しかしそれは自分個人の体面や利益の為ではなく分組と作業班という集団の仕事が良くなることにあるのでそれが홍화숙の本音だ。それと異なる時いつもトラブルを起こし陰口までたたかれるのだと気が付く。　　




　

　　

４．収穫始まる。　「とうもろこし事件」

　

ついに収穫時が来た。전석근は先ずとうもろこしの収穫から計画を立てそこに力量を集中した。

何日もしないうちに広場はとうもろこしの山が出来、トラクターが通る通路までもが埋まるくらいになった。そんなある日、脱穀場で意外な事が起きた。

１分組で前日夜、とうもろこし2台分を脱穀場に積んで降ろして置いたのが1台分しかないというのだ。

１分組は홍화숙と강영실、３分組は３分組長と女性管理工達がそれぞれ言い分を言い争っていた。

홍화숙は３分組のとうもろこし山に近づきながら一つ一つ調べてみるが、

「とうもろこしに名前でもかいてあるのか？匂いが違うとでも言うのか?」と３分組長ににくまれ口をたたかれる。そんな事にもかまわず홍화숙は実の入った大きなとうもろこしを取りながら同じようなものを次から次へと取り出しついに、「これは、間違いなく自分達のものだと宣言する。昨日とうもろこしがあまりにも良く出来ていたので粒数を数えてみて、また苞をかぶせ縛っておいたものよ。女性研究者に送ろうと。１6列８１４粒あります。私の言う事がうそかどうか数えてみてください。」と確信げに言う。

３分組長は気乗りしないけれどいわれた通り数え始める。確かに８１４粒あることを認めた。

その時ﾄﾗｸﾀｰ아저씨が来てこの件は自分のせいだと明かす。

昨日夜、１分組で最後の荷物を積んできたけれどひどい雨が降ってきて、とうもろこしが雨にぬれては大変だからそのままシートをかぶせ積んだまま片側が空いていた３分組の場所に止めておいたんだよ。１分組の所はとうもろこしで隙間もなかったからね。

一つ一つ注意しながら選び調べている홍화숙を見て３分組長は「自分達の1台分あげるから持って行きな！」と皮肉っぽく言い、腹をたてる。

홍화숙は、このとうもろこしは＜ㅊ＞品種で３分組の物は＜ㅍ＞品種だから詳しく見て交わらないように分けているのです。このとうもろこしは１つでも減らしてはいけないし、１つでも足したりしてはだめなのです。食糧問題を解決しようとわが国の科学者達は身を削りながら研究してきた品種なので、正確な収穫高を知らせることが彼らの研究事業の助けになり、それがこれからより多くの穀物を生産できる道に繋がることなのです。これが、そんなに騒がしくかき立てることなのですか？！」と涙ながら説明する。

この話を聞いていた女性管理工は、気力が尽き果て、すーっと座り込んでしまった。そして「本当に悪いのは私です。春起きた鴨の件は鴨を放牧しに来た홍화숙ｱｼﾞｭﾓﾆが苗床に入っていった牛を引っ張り出し牛の主人を探している隙に鴨が入ってしまったのです。知っていながら今まで隠していました。」と告白反省する。

강영실は「このように、見るとすべて良くなるようにしようとあれだけ必死になって、、。

同じ値打ちの物であれば笑顔で聞き分けよく話をする習慣でもつけなさいよ」と홍화숙を慰める。　
홍화숙は恥ずかしそうに「憎まれないようにそうしようとも思ったけれど私の為に穂が小さくなりﾔしないかと寝ていてもハットするのです。私は自分達が植え育てるすべての穀物が実の入った穂にするには自ら進んでいつも農場員としての本文を持って一粒一粒がよく実った穂にならなければと思います。」

	전석근はそういうことも知らないで「鴨事件」で　홍화숙を良く思わなかった自分を反省する。自分も作業班長でありながら研究者をよく協力するようにと強調はしたものの홍화숙のように穂の粒の数まで数え心から助力しなかった。農場員として実の入った穂を作る事は夢であり希望だ。しかし、それは自然には与えられる物ではない。홍화숙のように国の米床を担っている責任感、偽りのない志向を持ち農場員達が一つの実の入った穂のように、頼もしい農場員にならなければならないと悟る。




　

　　　

結論　　現在に戻る。

　　　　강영실と一緒に出て行った１分組長が帰ってきた。홍화숙が提案した堆肥実査の公平を実行して遅くなったと。

　　　　전석근は再度１分組長をだれにするつもりかと　최정식아바이に尋ねる。최정식아바이は私達責任者というのは、人々の仕事ぶりやその心までしっかりと見極め評価する識見をもたないとどうするんだね？協同経理が人のコネで生きている人のために良い環境を作ろうとしているのではないじゃないか。そういう面でわしは、彼女がいくらでも分組管理制の原則と新しい経済管理体系の要求に合う分組を導いていくだろうと信じているよ。と홍화숙を推薦する。

	전석근も同意した。


　

　　　　
　　　　二人が部屋を出ようとしたとき意外にも３分組長が入ってきた。

　　　　分組長を引き継ぎしてほしいそして、홍화숙ｱｼﾞｭﾓﾆを３分組長に配置してほしいとのことだった。

　　　　自分はそのまま３分組に残って充実した仕事内容を学びたいと心から願いにきたのだ。

　　

１分組長「これは大変だ。私は홍화숙を渡すつもりはないけど？！」

　　　　３分組長「憎い子には餅を余計にあげるっていうじゃないか！私を助けてくれよ。」

１分組長「無理な注文ですな。강영실を홍화숙程の人間に育てた後分組長を引き継ぐしかないでしょ。」

３分組長「！」

中心語句

<분조장 노릇을 하자면 모든 일에 앞채를 멜줄 알고 사람들의 마음을 움직일줄 아는 이 두가지가 지본이라구 할수 있지. 곡식에 비유한다면 크고 잘 여물어야 옹근 이삭이라고 하는것과 마찬가지랄가>
　

　　　







